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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月17日(2017.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における細胞外ヒストンの細胞毒性活性を阻害することにより敗血症を処置するた
めの薬学的組成物であって、多価陰イオンの有効量を含み、
　該多価陰イオンが、一般構造（Ｉ）を有する多価陰イオンオリゴ糖：
　　　Ａ－（Ｂ）ｎ－Ｄ　　　（Ｉ）
（式中、
　ＡおよびＢが各々独立して、環状単糖類であり；
　Ｄが環状単糖類であり；
　ｎが、０、１、および２より選択される整数であり；
　ここで環状単糖類の各々がＯＳＯ３

－で独立して置換されてもよく；
　ここで多価陰イオンオリゴ糖が、少なくとも２つのＯＳＯ３

－置換基を含み；かつ
　環状単糖類が、グルコース、ガラクトースおよびフルクトースからなる群より独立して
選択される）
である、薬学的組成物。
【請求項２】
　多価陰イオンオリゴ糖が一般構造（Ｉ－ａ）を有する、請求項１記載の薬学的組成物：
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　式中で各Ｒ１が、ＯＳＯ３
－、またはＯＨより独立して選択され；かつｎが０、１、お

よび２の間の整数であり；かつＲ１の少なくとも２つが、ＯＳＯ３
－である。

【請求項３】
　多価陰イオンオリゴ糖が一般構造（Ｉ－ｂ）を有する、請求項１記載の薬学的組成物：

　ここで各Ｒ１が、ＯＳＯ３
－、またはＯＨより独立して選択され；かつｎが０、１、お

よび２の間の整数であり；かつＲ１の少なくとも２つが、ＯＳＯ３
－である。

【請求項４】
　多価陰イオンオリゴ糖が、以下からなる群より選択される、請求項１記載の薬学的組成
物：
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　式中で各Ｒ２が、ＯＳＯ３
－、またはＯＨより独立して選択され；かつＲ２の少なくと

も２つが、ＯＳＯ３
－である。

【請求項５】
　多価陰イオンオリゴ糖が、マルトース硫酸、マルトトリオース硫酸、マルトテトラオー
ス硫酸、パノース硫酸、エルロース硫酸、およびセロビオース硫酸からなる群より選択さ
れる、請求項１記載の薬学的組成物。
【請求項６】
　多価陰イオンオリゴ糖が、マルトトリオース硫酸、パノース硫酸、およびエルロース硫
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酸からなる群より選択される、請求項１記載の薬学的組成物。
【請求項７】
　多価陰イオンオリゴ糖がセロビオース硫酸である、請求項１記載の薬学的組成物。
【請求項８】
　多価陰イオンオリゴ糖がマルトトリオース硫酸である、請求項１記載の薬学的組成物。
【請求項９】
　細胞外ヒストンの細胞毒性活性を阻害することによる敗血症の処置用の医薬の製造のた
めの多価陰イオンの有効量の使用であって、
　該多価陰イオンが、一般構造（Ｉ）を有する多価陰イオンオリゴ糖：
　　　Ａ－（Ｂ）ｎ－Ｄ　　　（Ｉ）
（式中、
　ＡおよびＢが各々独立して、環状単糖類であり；
　Ｄが環状単糖類であり；
　ｎが、０、１、および２より選択される整数であり；
　ここで環状単糖類の各々がＯＳＯ３

－で独立して置換されてもよく；
　ここで多価陰イオンオリゴ糖が、少なくとも２つのＯＳＯ３

－置換基を含み；かつ
　環状単糖類が、グルコース、ガラクトースおよびフルクトースからなる群より独立して
選択される）
である、使用。
【請求項１０】
　多価陰イオンオリゴ糖が一般構造（Ｉ－ａ）を有する、請求項９記載の使用：

　式中で各Ｒ１が、ＯＳＯ３
－、またはＯＨより独立して選択され；かつｎが０、１、お

よび２の間の整数であり；かつＲ１の少なくとも２つが、ＯＳＯ３
－である。

【請求項１１】
　多価陰イオンオリゴ糖が一般構造（Ｉ－ｂ）を有する、請求項９記載の使用：

　ここで各Ｒ１が、ＯＳＯ３
－、またはＯＨより独立して選択され；かつｎが０、１、お
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よび２の間の整数であり；かつＲ１の少なくとも２つが、ＯＳＯ３
－である。

【請求項１２】
　多価陰イオンオリゴ糖が、以下からなる群より選択される、請求項９記載の使用：
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　式中で各Ｒ２が、ＯＳＯ３
－、またはＯＨより独立して選択され；かつＲ２の少なくと

も２つが、ＯＳＯ３
－である。

【請求項１３】
　多価陰イオンオリゴ糖が、マルトース硫酸、マルトトリオース硫酸、マルトテトラオー
ス硫酸、パノース硫酸、エルロース硫酸、およびセロビオース硫酸からなる群より選択さ
れる、請求項９記載の使用。
【請求項１４】
　多価陰イオンオリゴ糖が、マルトトリオース硫酸、パノース硫酸、およびエルロース硫
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酸からなる群より選択される、請求項１３記載の使用。
【請求項１５】
　多価陰イオンオリゴ糖がマルトトリオース硫酸である、請求項１３記載の使用。
【請求項１６】
　多価陰イオンオリゴ糖がセロビオース硫酸である、請求項１３記載の使用。
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